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三
月
十
五
日
（
火
）
に
第
六
十
八
回
卒
業
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。 

 

小
学
生
四
名
、
中
学
生
十
六
名
の
卒
業
生
で
し
た
。 

 

当
日
は
、
来
賓
の
方
々
を
は
じ
め
、
多
く
の
保
護
者
の
御
出
席
を
い

た
だ
き
、子
ど
も
た
ち
の
晴
れ
の
門
出
を
祝
福
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

                        

   

三
月
十
日
（
木
）
に
、
全
校

で
お
別
れ
遠
足
に
行
き
ま
し
た
。 

 

今
年
度
は
、
笠
利
地
区
の
あ

や
ま
る
岬
ま
で
行
く
予
定
で
し

た
が
、
あ
い
に
く
の
荒
天
で
太

陽
が
丘
の
体
育
館
に
行
き
ま
し

た
。
と
て
も
広
い
体
育
館
で
、

存
分
に
走
り
回
れ
る
ほ
ど
で
し

た
。 

 

小
中
別
々
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
を
し
た
り
、
合
同
で
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
六
年
生
、
中

学
三
年
生
へ
の
感
謝
の
言
葉
を
発
表
し
た
り
と
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た

で
す
。 

               

平
成
二
十
八
年
度
の
教
職
員
定
期
人
事
異
動
で
、
六
名
の
先
生
方
が

転
退
職
さ
れ
ま
し
た
。
長
い
先
生
で
四
年
、
短
い
先
生
で
一
年
と
い
う

期
間
で
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
本
校
に
残
し
た
功
績
が
大
き
く
，
個
々

で
は
紹
介
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
こ
こ
で
は
お
名
前
等
を
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。 

 

そ
れ
ぞ
れ
の
先
生
方
が
、
保
護
者
や
地
域
の
皆
様
に
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
と
申
し
て
お
り
ま
し
た
。 
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便
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奄
美
市
立
大
川
小
・
中
学
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平
成
二
十
七
年
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最
終
号 

勉
学 

協
力 

根
性 

第
六
十
八
回
卒
業
式 

式の前に担任の先生とポーズ 

保護者の方も交えて記念写真 

前生徒会長の答辞 

30名をこえる人数での記念写真 

４ 月 行 事 

日 曜 行 事 名 

５ 火 入学式準備13:30～ 

６ 水 新任式・始業式，入学式11:00～ 

11 月 いじめ問題を考える週間～17日 

12 火 歓迎球技大会(中) 

13 水 
１年生を迎える会(小) 
標準学力検査(中)～14日 

15 金 家庭訪問予備日(小) 

16 土 青少年健全育成の日 

17 日 家庭の日，市民清掃の日 

19 火 
全国学力・学習状況調査 
(小6,中1) 

20 水 
Ａ校時4時間授業～22日 
家庭訪問(小:朝戸長子) 
(中:大金久) 

21 木 
家庭訪問(小:西田,西仲勝,前勝) 

(中: 西田,西仲勝,前勝,古晴) 

検尿回収～22日 

22 水 家庭訪問(小中:朝戸,伊津部勝) 

23 土 市中体連ソフトテニス 

29 土 市中体連野球～30日 

 

お
別
れ
遠
足 

“だるまさんがこーろんだ!!” 

2枚の絵を合わせて一つの文字を 卒業生に感謝のしるしで合唱 

お
世
話
に
な
り
ま
し
た 

平
成
二
十
八
年
度
に
向
け
て 

 
 
 

校
長 

 

前
野 

俊
浩 

 

平
成
二
十
七
年
度
も
大
き
な
事
故
等
も
な
く
無
事
に
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
こ
と
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
運
動
会
や
文

化
祭
な
ど
、
保
護
者
や
地
域
の
皆
様
の
絶
大
な
る
御
協
力
を
い
た
だ

き
、
充
実
し
た
活
動
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
実
践
的
防
災
教
育
も

二
年
間
に
わ
た
り
取
り
組
ん
で
、
津
波
避
難
訓
練
や
避
難
所
生
活
の

学
習
な
ど
大
き
な
成
果
を
挙
げ
ま
し
た
。 

 

四
月
か
ら
は
、「
シ
マ
グ
チ
の
学
習
」
を
全
校
で
取
り
組
ん
で
行
き

ま
す
。
大
川
や
小
湊
地
区
に
お
住
ま
い
の
シ
マ
ク
チ
が
話
せ
る
方
を

ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
と
し
て
お
招
き
し
、
子
ど
も
た
ち
や
保
護
者

の
皆
様
に
シ
マ
ク
チ
を
教
え
て
い
た
だ
く
時
間
を
作
ろ
う
と
考
え
て

い
ま
す
。「
奄
美
の
言
葉
を
奄
美
の
子
ら
に
」
を
テ
ー
マ
に
学
習
を
進

め
て
い
き
ま
す
。
御
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 


